
Ar�st Statement

文学的な「風景」を形式化（＝歌枕化）する作品を制作しています。また、絵画の視覚体験
を拡張していく手法のひとつとして、拡縮が自由であるリピート模様を制作し、絵画に組み
込み、メディアを超えて空間的に展開する絵画の可能性を模索しています。

関東で生まれ育った私にとっての風景は、商業的な広告やコンビニの看板でした。合理的な
都市空間は利点も多いですが、新しいものを追い続ける都会の生活にはどこか浮遊感があり、
物では埋まらない隙間を感じることがあります。都市の均質な風景を、どうしたら豊かにす
ることができるだろう？と考える時、私は文学がひとつの風穴になると考えています。
万葉集の和歌を詠むと、およそ 1300 年前の人が何を見て心を動かしたのか、垣間見ること
ができます。ひとつの同じ月は、過去の和歌や漢詩を通すことで様々な月へと変化し、私た
ちは言葉を介して、過去に存在した人が見たその月を一緒に見ることができます。
そして、時代／場所／社会が違う人々が見た風景を「言葉で」見ることは、再現的な画像が
残っていたらできなかっただろう想像力の広がりの可能性を秘めています。
過去とのつながりはナショナリズムや階級的性質を帯びるという批判もある一方で、しかし
むしろ、（過去、あるいは他の国の）他者にとっての風景を知ることによって他者への理解
を深め、許容し、その土地とのつながりを感じる希望となると思います。

例えば伊勢丹や高島屋の紙袋のように、和歌の模様を作り、歌枕化すること。商業的な風景
を文学とすり替えること。文学的風景を現代の風景に重ねる時に、抽象的な形式だからこそ
できることがあると考えながら、詩歌や庭園、建築における風景をテーマにした作品を制作
しています。

私は作品において、まずモチーフを象徴する模様を作ります。その後、ひとつの文章におけ
る空間の動きを抽象化します。同じモチーフは繰り返されることで形式化され、その一方で、
形は少しずつ変化していきます。作品の形は前の作品を内包し、作品同士は関係付けられな
がら、日本庭園の見立ての手法のように、動的に「形式化され」続けます。

（日本庭園では、石だけで滝を表現したり、景勝地を簡略化して見立てたりします。それら
は本物とは姿が異なりますが、同じ形式が使われるため、見る側が共通認識として分かるよ
うになっています。それらは再現的ではないからこそ、心の中で豊かに変化する可能性を内
包し、その場にない風景と、そのズレ自体をも楽しみます。）



1985 年 目黒区生まれ。横浜・川崎を拠点に活動。
2008 年　早稲田大学第二文学部 表現・芸術専修卒業
2010 年　阿佐ヶ谷美術専門学校 絵画表現科卒業
2012 年　東京造形大学大学院造形研究科美術研究領域修了

CV   Natsuki Oshiro  

2022 年　オープンスタジオ 「Frederick the Great, Sanssouci」GlogauAIR・ベルリン
2022 年　「Sanssouci」　Showcase, GlogauAIR・ベルリン
2022 年　「月とブルードレス」　bluesdress substitute・東京
2021 年　NADiff Window Gallery vol.74 大城夏紀 「風景とファンタジー」NADiff 
a/p/a/r/t・東京
2021 年　「鳥が鳴いて私は涙する」　KATSUYA SUSUKI GALLERY・東京
2018 年　オープンスタジオ 「Rhapsody in French garden」Cite international des 
arts・パリ
2018 年　「山と荒磯 dal segno」　ART TRACE Gallery・東京
2017 年　「ossis」　CLOUDS・東京
2016 年　「pianissimo」　ART TRACE Gallery・東京

Solo Exhibi�ons

2018 年　シェル美術賞 第 1 回レジデンス支援プログラム（パリ , 
Cite international des arts）
2017 年　シェル美術賞 2017 入選
2015 年　ワンダーシード 2015 入選
2014 年　三菱商事第 26 回アートゲート・プログラム入選
2011 年　第 26 回 ホルベイン・スカラシップ奨学生
2010 年　阿佐ヶ谷美術専門学校「同窓会賞」受賞

Grants and Awards

Website  http://oshironatsuki.com

2022 年「美作三湯芸術温度 2022」ふくます亭・岡山
2021 年「紙の上の思考Ⅶ Thoughts through Drawings －words」Gallery 惺
SATORU・東京
2020 年  アートハウスおやべ開館 5 周年展「あゆのかぜいたしくあゆはしる－見えな
いものに触れる時」アートハウスおやべ・富山県
2020 年「二つの自然」ポート アート＆デザイン津山、NishiIma25・岡山県（岡山県
アーティスト滞在・交流事業）
2019 年「シェル美術賞 2019 レジデンス支援プログラム 2018 レジデント展示」国立
新美術館・東京
2019 年「Pick Up」REIJINSHA GALLERY・東京
2019 年「雲のような線　Line, such as a cloud」SAKuRA gallery・東京
2019 年「Retro Machinism」TO OV cafe/gallery・札幌、Newld・東京
2018 年「●●●」Rocky shore・東京 ,
2018 年「3331ART FAIR」アーツ千代田 3331・東京
2018 年  3331ART FAIR 連動企画展「布置を描く」ART TRACE Gallery・東京
2017 年「シェル美術賞 2017」国立新美術館・東京
2017 年「ASYAAF 2017」韓国・ソウル DDP
2017 年「cross the river」SAKuRA GALLERY・東京
2017 年「OPEN TIME」ART TRACE Gallery・東京
2017 年「阿佐ヶ谷アートストリート 2017」杉並区役所・東京
2016 年「ホルベイン・スカラシップ選抜展 VOL.3」REIJINSHA GALLERY・東京
2016 年「札幌アートフェア 2016」札幌クロスホテル・北海道（Art Labo 北舟）
2016 年「蒼の時代」Gallery Forgotten Dreams・清澄白河
2015 年「MANUFACTURE」Art Labo 北舟・北海道帯広
2015 年 大城夏紀・與那覇健志二人展「see_through_」SAKuRA GALLERY

Group Exhibi�ons



2022 年　GlogauAIR、ベルリン
2018 年　Cite international des arts、パリ（シェル美術賞　第 1 回レジデンス支援プログラム）

Residency

2017 年～現在　 阿佐ヶ谷美術専門学校非常勤講師
2013 年～現在　 自身のアトリエにて主に大人を対象としたアートスクール主宰

Teaching Ac�vi�es

１）映像作品　「風景とファンタジー」　
 ▼https://www.youtube.com/watch?v=Nq15uHDhcEY
音楽：野内俊裕　アニメーション：大城夏紀　ライブ映像、クレジット：西山功一
音楽家の野内俊裕氏のライブ映像（西山功一氏撮影）に、大城夏紀がアニメーションを加えた映像作品です。

２）映像作品　「Landscaping」　 
▼https://youtu.be/NEMe2hbfIyc
音楽：野内俊裕 　写真：越間有紀子　オブジェクト、ドローイング：大城夏紀　映像：西山功一
写真家と音楽家との共同制作による映像作品です。

Collabora�ve video works 

Workshop
2020 年　展覧会「二つの自然」土地の包装紙を作るワークショップ開催 
▼http://oshironatsuki.com/ws/workshop_2020_08.html
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Your Moon Tonight No.1

30×36×3.5cm
30×6×3.5 2 pieces
Acrylic on wood panel
2022

杜甫（とほ／ 712-770）の漢詩 「月夜」がモチーフです。
月を見て、ここではなく、遠い地（鄜州 / ふしゅう）に住まう大切な妻と子供を恋しく想う詩です。 
漢詩の音数の視覚的イメージを作品に取り入れながら、詩の内容における空間の動きを抽象化しています。 

【こちら側 / あちら側】【月 / 月が照らすもの】など、二つの空間を繰り返し対比させるように、 巧みに構成された
漢詩です。作品は、歌枕を作るように、 No.1 から No.2 へと同じ漢詩が簡略化を経て繰り返されています。



30×6×3.5cm, 2 pieces
Acrylic on wood panel  2022

Your Moon Tonight No.2



37.7×30.3×3.8cm
Acrylic and laser engraving on wood and 
wood panel, 2022

「月傾きぬ No.1」　
"The moon was ti lted No.1"

東の野に

炎の立つ見えて　

振り返りて見れば

月傾きぬ

ひんがし

かげろひ

かたぶ



東野炎　

立所見而　

反見為者

月西渡

"The moon was ti lted No.2"

20.5×15.5×3.8cm
Acrylic and laser engraving on wood and 
wood panel, 2022

「月傾きぬ No.2」　

柿本人麻呂（万葉集 巻 1-48）
( 東の野に、太陽が昇る前の光が見えてきた。
振り返ると西の空にはまだ月があり、 傾きか
けていた。)

東の野に

炎の立つ見えて　

振り返りて見れば

月傾きぬ

ひんがし

かげろひ

かたぶ



Acrylic and laser engraving on wood and wood panel   2022

16.2×8.6×3.5cm＋α
Acrylic and laser engraving on wood and wood panel, 2022

"The moon was ti lted No.3"

"The moon was ti lted No.4"
「月傾きぬ No.4」　

柿本人麻呂の和歌をモチーフにした作品で
す。柿本人麻呂（660 頃 -724）は万葉集
の初期の歌人で、その独特の抑揚とリズム
感は、何度も口ずさみたくなるような強い
魅力があります。そして、 セザンヌの絵を
見た時のような、動的であり続けるような
感覚があるように思います。 
本作では、１つの和歌の、原文の視覚的な
リズムを作品に取り込みながら、言葉が作
る空間の動きを抽象化しています。 模様
は、〔萩と鹿〕〔ホトトギスと橘〕という万
葉集のはじめの頃から詠まれていた取り合
わせと、 少し欠けた月である十六夜で構成
しています。例えば歌枕を作るように、あ
るいは日本庭園で名勝を見立てるかのよう
に、No.1 から No.4 へと同じ和歌が繰り返
され、形式化されていきます。

「月傾きぬ No.3」　



GlogauAIR OPEN STUDIO “Friedrich the great, Sanccousi”  2022

無憂宮 No.0
Frederick the great, Sanssouci No.0
Acrylic and collage on paper, 25×20cm, 2022



無憂宮 No.2 /No.3

無憂宮 No.5

Frederick the great, Sanssouci No.2/ No.3
each）  Acrylic on wood, 2022

Frederick the great, Sanssouci No.5
Acrylic on wood, 46×40cm, 2022



無憂宮 No.4

無憂宮 No.7

Frederick the great, Sanssouci No.4
Acrylic on wood, 46×40cm, 2022

Frederick the great, Sanssouci No.7
Acrylic on wood, 26×23cm, 2022



１）The idea of Frederick II of Prussia who built Sanssouci Palace in 1747.
Contrary to rational and militaristic his father, Friedrich II loved nature, music, poetry and 
literature. The king's Enlightenment philosophy is linked to Rococo images of music and poetry 
surrounded by nature and a longing for ancient Rome.

２）On the Nature of Things by Lucretius Written 50 B.C
Ancient Roman philosopher who made scientific considerations such as the existence of atoms 
through his observations of nature, being away from religion. He wrote his 
philosophical-scientific perspective through poetry. Frederick II was familiar with the book .

３）Seven Sages of the Bamboo Grove
A group of Chinese scholars, writers, and musicians of the third century.
They were gathering in the Bamboo Grove and drinking and did Philosophical talks.They wrote 
poems criticizing the court and the administration.

The King Frederick II of Prussia built Sanssouci Palace in Potsdam in 1747. The palace’ s design 
fully reflects Frederick ’ s literary perspectives. In this series, a pattern symbolizes the idea of  this 
king who had Enlightment philosophy.

The pattern is composed of the following elements in the Sanssouci Palace:
 (1) the ruins of ancient Rome, (2) the four allegorical female sculptures of music, art, architecture, 
and astronomy, (3) Friedrich's Rococo pattern, (4) grapes and fruits, (5) The opening poem of "De 
Rerum Natura" by Lucretius (Roman philosopher).

For the king, the palace and his Rococo were a place to escape from politics and power and to 
devote himself to philosophy or music. 
Therefore, the idea of "Seven Sages of the Bamboo Grove" is overlapped with the pattern of 
Sanssouci. “Seven Sages” are 3rd-century Chinese scholars who engaged in philosophical 
discourse in a bamboo grove away from politics.
The decoration of the Sanssouci Palace particularly incorporates nature a lot, and this perspective 
of "bringing the outside inside" is abstracted into a pictorial context. 

〈模様の構成要素〉
１）サンスーシ宮殿の 音楽／建築／芸術／天文 を象徴
する女性の彫刻
２）フリードリヒ・ロココ模様
３）ぶどう、果物
４）宮殿に建てられた古代ローマの廃墟
５）ルクレティウス「物の本質について」の冒頭詩文
６）竹林の七賢

無憂宮 No.6
Frederick the great, Sanssouci No.6
Acrylic and laser engraving on wood, 32×45cm, 2022



ドイツ・ベルリン近郊のポツダムにあるサン・スーシ宮殿（無憂宮／憂いのない宮殿）をもとにした作品シリーズです。
サン・スーシ宮殿は、「啓蒙専制君主」で有名な啓蒙思想を持つプロイセンの王、フリードリヒ 2 世の居城でした。
彼の父王は合理的な軍国主義者・倹約家で、芸術を嫌い、フリードリヒ 2 世に対してもフルートの演奏や非実用的
な読書を強く禁じました。父の死後、1747 年にフリードリヒ 2 世が作った宮殿がサン・スーシ宮殿です。

動植物の装飾や、ロココ趣味、古代ローマの廃墟（イギリス式風景庭園由来）といったモチーフには、芸術と読書
を愛したフリードリヒ 2 世の思想が色濃く反映されています。王にとってサン・スーシは、政治や権力から一時逃
避できる場所であり、ロココの絵のように自然に囲まれながら哲学や音楽に没頭できる場所でした。私はフリード
リヒにとってのロココや芸術趣味は、彼の啓蒙思想と強くつながるように思っています。
宮殿の装飾はとりわけ動植物を多く採用しています。大きな窓や鏡の使い方など、装飾を含め、部屋の中にいなが
ら屋外を強く感じる構成になっています。この、「外側を内側にとりこむ」というキーワードをきっかけにして、本
シリーズを制作しています。

作品では、フリードリヒのサンスーシ宮殿を象徴する模様に、中国の 3 世紀の文化人「竹林の七賢」のモチーフが
重ねられています。竹林の七賢は、腐敗していた王朝の権力から距離を置き、お金や名声、人の噂から逃れ、竹林
で酒や音楽を楽しみながら清談（哲学的談義）をしたといわれます。時代も場所も異なる両者ですが、私にはこの
竹林の七賢が象徴する思想が、フリードリヒ 2 世のロココや自然と重なり合うように思われました。
そしてそこには、合理的な資本主義社会を生きる我々にとっても、はっとさせられる真理があるように思います。

作品では、外側に開かれた四角形－オープンスクエアが、サン・スーシ宮殿／フリードリヒ 2 世／竹林の七賢の思
想の象徴として、小さくなったり大きくなったり、少し形を変えたり、スタンプになったりと、繰り返し登場して
います。



アクリル、顔料プリント、綿布、パネル、木
三点組　各 172×101×d2cm+α

春愁三種

大伴家持の和歌における「春愁」のイメージを 3 段階に展開していったもの。
まず中央のパネルを描いた。向かって右端のパネルは、中央のパネルを絵画空間上で拡大したもの。
左端のパネルと木は、中央と右端の絵を、絵画空間と立体物によって再構築している。

（春愁・・・春の日に、なんとなく気がふさいで、物悲しくなる気持ち。）



アクリル、顔料プリント、
綿布、木
30×80×ｄ4cm, 2020

十六夜

春うらうら
アクリル、顔料プリント、
綿布、木
80×30×ｄ18cm, 2020

珠 洲 （ す ず ） の 海 に
朝 び ら き し て
漕 ぎ く れ ば
長 浜 の 浦 に
月 照 り に け り
万葉集 巻 17-4029

う ら う ら に
照 れ る 春 日 に
雲 雀 ( ひ ば り ) あ が り
こ こ ろ 悲 し も
ひ と り し お も へ ば
万葉集 巻 19-4292

（横長・緑の作品）

（縦長・赤の作品）

《ゆっくりと、うららかに暮
れる春の日、雲雀が空へとあ
がってゆく。
心かなしいなぁ。ひとりで物
を思っていると。》

《珠洲の海（能登半島の先端）
に朝、船出して、漕いで来
ると、長浜の浦（富山県氷
見市）には月が照っていた。》

「かつて、そこに水海があった？」インスタレーション
アートハウスおやべ開館 5 周年展「あゆのかぜいたしくあゆはしる－見えないものに触れる時」富山県 , 2020

※和歌はすべて大伴家持。作品説明は代表作の紙をご参照ください。



万葉集 巻 19-4141

春 ま け て  も の 悲 し き に  さ 夜 ふ け て
羽 振 き 鳴 く 鴫　 誰 が 田 に か 棲む

春、鴫と田
アクリル、木
50×70×d14cm, 2020

《待ちかねた春が来て、なんとなく悲しい気持ちに、夜がふけていく。
羽をふるわせて鳴く鴫は、誰の田に住む鴫であろうか。》

すしぎ



アクリル、顔料プリント、綿布、木
60×70×h10cm, 2020

庭、花、雪

万葉集 巻 19-4140

わ が 園 の
李 （ す も も ） の 花 か
庭 に 散 る
は だ れ （ は だ れ 雪 ） の い ま だ
残 り た る か も

《私の園の、すももの花だろうか、
庭に散っているのは。（点々と消え
ゆく）雪がまだ、残っているもの
かもしれない。》



アクリル、顔料プリント、綿布、木
d10×w172×h7cm＋石膏の台座 , 2020

射水川

万葉集 巻 19-4150

朝 床 に  聞 け ば 遥 け し  射 水 川
朝 漕 ぎ し つ つ  唄 ふ 舟 人

《朝、寝床の中にいると、遥かに聞こえ
てくるのは、射水川。
射水川で、朝漕ぎをしながら唄っている、
舟人の声。》

いみずがわ



万葉集を編纂した歌人・大伴家持による、越中万葉の和歌に着想を得ています。
大伴家持は、746 年、奈良の都から越中（富山県）へ 5年間赴任したとされます。
越中の地で彼が心を動かされた風景を和歌を通して知るうち、本物がそこにあ
るよりも、〈かけら〉が残っていた方が、想像がどこまでも広がることに気がつ
きました。本作での布の模様は、越中で詠まれた花や鳥で構成されています。
各立体は 1つの和歌での場面展開の流れと、作品内の視点の動きが重なるよう
に、寸法 /線 /面 / 色彩を構成しています。サイズや画面構成につながりを持
つことで形式だけ「上すべり」していく関係でもあります。
立体１つ１つが、大伴家持の和歌の視点です。それぞれは少しずつ関係し、全
体として、奈良時代には存在したけれども現在は消えてしまった〈布勢の水海〉
（家持が舟遊びをした湖）が記憶の片隅をかすめるように成立しています。

《かつて、そこに水海があった？》
絵画・インスタレーション

展示風景：アートハウスおやべ開館 5 周
年展「あゆのかぜいたしくあゆはしる－
見えないものに触れる時」富山県 , 2020

（グループ展）

アクリル、顔料プリント、綿布、木　2020

大城夏紀



Spring, a Japanese snipe flutter his wings  No.3
Acrylic on wood panel, h34.3×w48×d8.6cm, 2021

Spring, a Japanese snipe flutter his wings No.2
Acrylic and pigment ink jet print on cotton, wood panel, h57.2×w80×d14cm , 2021

万葉集 巻 19-4141

春儲而  物悲尓  三更而 
羽振鳴志藝  誰田尓加須牟

個展「風景とファンタジー」関連作品

春、鴫と田 No.3

春、鴫と田 No.2

春 ま け て  
も の 悲 し き に  
さ 夜 ふ け て
羽 振 き 鳴 く 鴫 ( し ぎ ) 　
誰 が 田 に か 棲む

《While I have felt depressed by 
Spring  fever, the night has been 
going on.
A bird/Japanese snipe flutter his 
wings,
I imagine someone's rice field 
where he will return to.》

Otomo no Yakamochi, 
“The Manyoshu” 19-4150, 8th century  



Acrylic on wood panel, h21.5×w18.2×d18.2cm, 2021

Flowers by the well, and where the waves go   No.1/No.2

Acrylic and pigment ink jet print on cotton, wood panel, 
h36cm×w30.2cm×d30cm, 2021

も の の ふ の 　
八 十 宇 治 川 （やそうじがわ）の 　
網 代 木 （あじろぎ）に
い さ よ ふ 波 の
ゆ く へ 知 ら ず も

  物乃部能 　八十氏河乃 　阿白木尓 
  不知代經浪乃 　去邊白不母　

柿本人麻呂　万葉集 巻 3-264

個展「風景とファンタジー」関連作品

物部乃 　八十嬬等之　 挹乱
寺井之於乃 　堅香子之花

万葉集 巻 19-4143　

も の の ふ の
八 十 娘 子( やそをとめ ) ら が
汲 み ま が ふ
寺 井 の 上 の
堅 香 子（ かたかご）の 花

寺井の花、波のゆくえ No.1/No.2

《流れていく宇治川の、網代木で流れが
阻まれるかのように、この波の行く先は
いづこであろうか。》

《たくさんの娘子たちが水をくみに集ま
る、寺の井戸のほとりに咲く、かたくり
の花よ。》

《A lot of Uji(the name of tribe)-Uji 
River(the name of the river), where 
water flows. As if its flow were blocked 
by a wooden fence,
Where is the destination of these waves?
(and my life?)》

Just as one waka poem evokes another poem, 
the work incorporates elements of another poem.

《Lots of (Mononofu) girls are gathering 
here.By the well in the temple.
Erythronium flowers by the well.》
Otomo no Yakamochi, “The Manyoshu” 19-4143, 8th century  

Kakinomoto Hitomaro, “The Manyoshu” 3-264, 7th century  



Imizu river No.2

万葉集 巻 19-4150

朝 床 に  聞 け ば 遥 け し  射 水 川
朝 漕 ぎ し つ つ  唄 ふ 舟 人

いみずがわ

Acrylic on wood panel, h16.2×w8.6×d3.5cm + h16.2×w39×d3.5cm, 2021

Imizu river
Acrylic and pigment print on cotton on wood, 
d10×w172×h7cm ＋Two plaster plinths, 2020

個展「風景とファンタジー」関連作品

《While I am sleeping in the morning,
I hear the sound coming from Imizu river far away.
A boatman might have been singing while rowing.》

射水川 No.2

射水川

《朝、寝床の中にいると、遥かに聞こえてくるのは、
射水川。射水川で、朝漕ぎをしながら唄っている
舟人の声。》

Otomo no Yakamochi, “The Manyoshu” 19-4150, 8th century  



片面からの鑑賞であるショーウィンドウでの個展。
「表と裏の関係」をキーワードに展覧会を構成した。ショーウィンドウに富山の風景を抽象的な手法で持ってくること、
東京の風景を富山の風景にすり替えて、さらには奈良時代の富山の風景にすり替えることをテーマにしている。
写真は表裏で関東／富山という別の場所の 2 つの風景が関係しており、立体作品もそれぞれ、2 つの風景を組み合わせて成
立している。
１つの風景を見ているのだけれども、２つ以上が見えてくること。
風景の体験を更新していくことはできるだろうか。

「かたかごの花と宇治川と No.1 ／ No.2」は、和歌の中の「もののふの」という枕詞をきっかけにして、2 つの和歌を組み
合わせた。「春、鴫と田 No.2 ／ No.3」は、1 つの和歌の中にある 2 つの場面を組み合わせて成立している。これまで和歌
における 2 場面を表裏に分けて描いていたものを、今回は片側から２つが見えるように、イメージ上で切ってつなげてい
る立体作品を展示した。
なお、本展の作品は、奈良時代の大伴家持の和歌（万葉集）を参照している。奈良から今の富山・石川県に赴任した家持は、
富山の瑞々しい風景と都への郷愁に詩情を刺激され、豊かな和歌をたくさん詠んだ。　

NADiff Window Gallery vol.74 大城夏紀「風景とファンタジー」 2021

Ancient Lake #1 夢見ヶ崎 (Collaboration with 西山功一 )
Pigment print on both sides ofthe paper, 35.6cm×27.9cm, 2021

Ancient Lake #2
 (Collaboration with 西山功一 )

Pigment print on both sides ofthe paper, 
35.6cm×27.9cm, 2021

個展「風景とファンタジー」関連作品



video, 5:47min, 2022
Landscape and Fantasy

[YOUTUBE]  https://www.youtube.com/watch?v=Nq15uHDhcEY

音楽・演奏：野内俊裕　
構成・アニメーション：大城夏紀　
ライブ映像・題字：西山功一
謝辞    NADiff a/p/a/r/t,   O JUN 

音楽家の野内俊裕氏が、大城夏紀の個展  「風景とファンタジー」に関連して作った楽曲を個展会
場で演奏した。ライブの記録映像に、大城がアニメーションを加えた映像作品。東京の風景を富
山の風景にすり替えて、さらには奈良時代の富山の風景にすり替えることをテーマにした。

風景とファンタジー



Acrylic, pigment inkjet print, 
cotton, cotton wadding, etc
48×39cm　2019

装飾と構造　ヴェルサイユ No.6
Decor and structure, garden, Versailles　

「シェル美術賞 2019　レジデンス支援プログラム 2018 レジデント展示」国立新美術館・東京
"Shell Art Award 2019 / Residency Support Program 2018" THE NATIONAL ART CENTER TOKYO



アクリル、顔料プリント、綿布、
パネル , 2019

圧倒的なスケールの構成と装飾によって「王の権威」が表現されるフランス庭園の構造を、「装飾」と「構造」という２つのキー
ワードに置き換えた作品シリーズです。本作では、庭園の装飾性の象徴として、柄布と支持体との関係に着目しており、青い
部分は、俯瞰で見た庭園の構造（王の視点）が抽象化されています。
また本作の柄布は、以下の３つの要素で構成されます。
　・　ヴェルサイユ庭園を造った庭師ル・ノートルによる、植栽のパターン
　・　ヴェルサイユの重要人物と言えるであろう、ルイ 13 世・ルイ 16 世の肖像画の中の模様
　・　かつては王の狩猟地であったヴェルサイユにいたと想像される、鹿のモチーフ
ヴェルサイユ庭園を歩くと、整然とした大きな構造のうちに、背高い樹木と、どこか「ノスタルジック」な、自然の奥深さを
感じます。宮殿内の装飾が庭園では立体的な植栽で展開され、装飾と奥深い自然が入り交ざるように存在しています。
場所の重層性が立体的に見えてくるような柄を、装飾性の象徴として扱っています。

「装飾と構造 ヴェルサイユ No.5」

ヴェルサイユ庭園のシリーズは、2018
年冬のパリ滞在（出光昭和シェル・シェ
ル美術賞レジデンス支援プログラム）
をきっかけに始まっています。



アクリル・顔料プリント・綿布・木
53×36.5×h27cm, 2019

アクリル・顔料プリント・綿布・パネル
174×97cm, 2019

「2 つの山折りのヴェルサイユ」

庭師ル・ノートルによって造られたヴェルサ
イユ庭園（1667 年頃～）は、絵画の遠近法
がランドスケープとして表現され、宮殿内の
天井・壁に施された装飾は、庭園では立体的
に展開されます。この 2次元と 3次元の行き
来をきっかけにして作品を展開しています。

「山折りのヴェルサイユ　No.3」 「山折りのヴェルサイユ　No.2」

アクリル、顔料プリント、綿布、木、紙
各 84×119×h30cm, 2020
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